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主な活動2009年 11月～12月主な活動2009年 11月～12月

４．コンサルティング事業

・保養所コンサルティング（愛知県都市職員共済組合）

・三井住友海上｢NPO喫茶カフェアイリス｣支援

・その他　企業・ＮＰＯ・行政各種相談

５．教育啓発事業

・失業者向け委託訓練｢ＮＰＯ・ソーシャルビジネス科｣（愛知県）　　・株式会社 デンソーユニティサービス｢ビジネスマナー＆マインド研修｣

・その他　講師派遣等

６．調査研究事業

・「中小企業における環境・ＣＳR推進のための実態調査」

　（地球環境基金助成金事業）

７．情報受発信事業

・｢ＰＳＣ　Ｒｅｐｏｒｔ｣（奇数月1日発行）の発行

・ホームページの運営・メーリングリストの活用・各種報告書の発行

８．提言活動その他の事業

・行政各種委員としての提言活動・各団体との連携　他

名古屋 9/12（土）14～17 岡崎 9/19（土）9～12
岐阜 9/20（日）午後 刈谷 10/3（土）午後
津 10/4（日）午後

津 11/7（土）午後 名古屋 11/14（土）14～17
岐阜・刈谷11/28（土）午後 岡崎 12/12（土）13～17

名古屋 1/30（土）14～17 刈谷 2/6（土）午後
岐阜 2/20（土） 岡崎 3/6（土）9～12　午後
津 後日決定

◆第1回　企業との協働基礎講座

◆第2回　企画力養成講座

◆第3回　プレゼンテーション力養成講座

協働アイデアコンテスト

活　動　報　告

地域プロデューサーを育成する＜あいち未来塾＞。１期生は県内の各地域をフィールドにグループ活動が本格稼働、２期生はまもなく犬山でのフィールドワーク＆合宿です。（１期生の活動レポートは別項をご覧ください）

　開講３ヵ月目を迎えた２期生は、親睦会を経てすっかり打ち解けたようす。講義の中のワークショップや塾生会運営についての話し合いでは、「課題に対し相互に合意が得られるためには、自分の考えをいかに他者に伝えるかが難しい」「みんな（塾生）のバイタリティに刺激を受ける」と、早くもプロデューサーとしての模擬実践が始まっています。

　それぞれが描くプロデュースを目標に、フィールドワークの下調べ、サブ講義の企画検討へと白熱したムードで進行中です。（下平）
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ＰＳＣ代表岸田の“東へ西へ”（２００９年１１月１２月）

　　コミュニティ・ジョブ支援事業

あいち未来塾

11/2（月）

11/4（水）

11/5（木）

11/6（金）

11/7（土）

11/9（月）

11/10（火）

11/11（水）

11/13（金）

11/14（土）

11/16（月）

11/17（火）

11/18（水）

11/19（木）

11/20（金）

11/21（土）

11/24（火）

11/25（水）

11/26（木）

11/27（金）

11/28（土）

11/29（日）

12/1（火）

12/2（水）

12/3（木）

12/4（金）

12/5（土）

12/7（月）

12/8（火）

12/9（水）

12/10（木）

12/11（金）

12/12（土）

12/13（日）

12/14（月）

12/15（火）

12/16（水）

12/17（木）

12/18（金）

12/19（土）

12/22（火）

12/23（水）

12/25（金）

12/26（土）

学びながら一歩ずつ前へ。１期生、２期生ともに「○○とつながり

が見えてきた」トピックスを紹介します。（下平）

■１期生

　「美しい・楽しい鎮守の森づくり」「地域住民、組織の参加する

もりづくり」「地域の自然資産を活かしたコミュニティ形成の場づ

くり」が活動目的の「もりづくり会議」グループ。１１月１４日

（土）１０：００から、フィールドの名古屋市本山にある城山公園

で市民を対象にしたワークショップを行いました。グループのメン

バーを中心に、繁茂したシュロの駆除や、広場づくりに取り組んで

きた城山の森を散策した後、きのこ

づくりの講義と椎茸菌の植え付け。

　参加者の「森の保全の大切さを知

り、生態系への関心が高まった」と

いう声に応え、１２月もきのこづく

りワークショップを３回予定。地域

とのつながりが見えてきた１日でし

た。

■２期生

　11月からの塾生会では、入塾への想いやそれぞれが描く地域プ

ロデュースプランの語り合いがスタート。塾生間の距離感が縮まっ

て、相互のつながりもできてきました。

　塾生会運営で「世話人はやっぱり大変」と言いながらも、意見交

換を繰り返すことで団結力が生まれ、「このメンバーに出会えてよ

かった」との声が聞かれました。１月の塾生会の活動では合宿も。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　どんな展開が見られ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　るか楽しみです。
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▲

犬山里山学研究所・長

谷川氏から説明を聞き

ながら植え付け

昼食時間を利用して

ランチカタリバ。笑

いとおしゃべりでに

ぎやかです

▲

キーワードは「つながりが見えてきた！」

福祉のまちづくりリーダー養成講座、リンナイ訪問

コミュニティ・ジョブ連絡会

デンソーユニティサービス研修

協働事業模擬仕分けワークショップ（行政向け・半田）

コラボ４００市民・NPO向け講座STEP２（三重）

保養所研修、ＮＰＯカフェアイリス運営会議

なごや環境大学幹事会・全体会議、福祉のまちづくり

リーダー養成講座

中部電力環境懇談会＆視察

協働事業模擬仕分けワークショップ（行政向け･岡崎）、

とちぎ協働フォーラムin宇都宮講演

コラボ４００市民・NPO向け講座STEP2（池下ピ

アザ）、あいち未来塾１期生グループ「もりづくり

会議」ワークショップ取材

中小企業における環境CSR活動の実態調査検討委員会

福祉のまちづくりリーダー養成講座

保養所コンサル、あいち未来塾塾生会議（１期生）

公共事業評価監視委員会、コミュニティ・ジョブキャ

リア相談&説明会、シニアボランティア会議

協働事業模擬仕分けワークショップ（行政向け･名古屋）

あいち未来塾本講義・塾生会（２期生）

福祉のまちづくりリーダー養成講座、アイデアコンテ

ストプレゼン指導（花＊花）

コミュニティ・ジョブきっかけ講座&相談会、

コラボ４００企業向け・協働探し講座（名古屋JC会館）

協働事業模擬仕分けワークショップ（NPO向け･半田）、

アイデアコンテストプレゼン指導（食･尾張プロジェクト）

コラボ４００市民・NPO向け講座STEP２（岐阜）

Nサポ幹事会（岩手）（～３０日）

NPO法施行１１周年イベント（東京）、福祉のまちづ

くりリーダー養成講座

あいち子どもＮＰＯセンター「子ども・子育てキャリ

ア支援養成講座」講師、なごや環境大学来所

P賞運営委員会、愛知県「NPOと行政の協働に関する

実務者会議」第１作業部会

協働事業模擬仕分けワークショップ（NPO向け･岡崎）、

ＮＰＯカフェアイリス運営会議

コラボ４００市民・NPO向け講座STEP２（刈谷）

ふくりび研修（講師）

福祉のまちづくりリーダー養成講座、コミュニティ・

ジョブキャリア相談会

あいち未来塾運営委員会

経産省来所

コラボ４００講演会＆第４回企業&NPO協働アイデア

コンテスト公開選考会（名古屋栄ビル）

コラボ４００市民・NPO向け講座STEP２（岡崎）

あいち子どもＮＰＯセンター学習会（参加）

福祉のまちづくりリーダー養成講座（個別相談）

大阪ボランティア協会リンクアップフォーラム１００

回記念フォーラム（シンポジスト）

コミュニティ・ジョブきっかけ講座＆相談会

シニアボランティア会議

協働事業模擬仕分けワークショップ（NPO向け･名古屋）

あいち未来塾本講義・塾生会（２期生）

福祉のまちづくりリーダー養成講座

あいち未来塾塾生会（１期生）

なごや環境大学幹事会

コミュニティ・ジョブキャリア相談会＆説明会

4 福祉のまちづくりリーダー養成講座

5 コラボ400講演会
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◇最優秀賞　　Ｍｏｍｓｔａｒｔ Ｃｌｕｂ/名古屋市
「なごや飯で赤ちゃん食育」　

　

◇優秀賞　　　　ＮＰＯ法人  花＊花  / 名古屋市

　　　　　　　「知的障がい者の独創性あふれた文字・

　　　　　　　　　イラストの広告ノベルティーへの活用」　　

◇特別賞　　　　八幡酒蔵工房／滋賀県近江八幡市

　　　　　　　「世界の都市と日本の重要文化的景観

　　　　　第1号をつなぐPJ（プロジェクト）」　

◇奨励賞（２団体）

　　　　ＮＰＯ法人　宇宙船地球号を救う会  ／愛知県日進市

    「未来の『地球』を救う自動飲料販売機、販売事業」

　　　   ＮＰＯ法人　食・尾張プロジェクト／名古屋市　 

           「地産地消と新しい尾張きしめんの推進事業」　　　

　１２月１１日（金）、冷たい雨が降る中、名古屋栄ビル１２Ｆ大

会議室にて、企業・市民・ＮＰＯコラボ４００「協働講演会」に続

き、８５名が参加して公開選考会が開催されました。

　募集地域が中部広域９県に拡がり、プレゼンテーションのトップ

は滋賀県近江八幡市から参加の「八幡酒蔵工房」。近江八幡の地域

資源の再生活用事業を提案されました。

　続く、「食・尾張プロジェクト」は“きしめん”への想いを熱く

語り、「宇宙船地球号を救う会」は自販機を使った環境活動、「花

＊花」は知的障がい者と社会を絵やイラストで結ぶアイデア、「Ｍ

ｏｍｓｔａｒｔ Ｃｌｕｂ」は赤ちゃんの食育アイデアを提案。審査

員や会場からは、質問とともに事業実現へのご意見・ご提案もいた

だきました。

　交流会では、料理とお酒を交えて和気あいあいとした雰囲気の中

で結果発表＆贈呈式が行われました。最優秀賞のＭｏｍｓｔａｒｔ 

Ｃｌｕｂ代表の榊原さんは現在育児休業中。「子どもの病気で思う

ようにプレゼンの資料を作れず、まさか最優秀賞がいただけるとは

思っていませんでした。始めたばかりの団体（２００９年７月設立）

ですが、皆さんにいただいたご意見を参考に“ママの笑顔”をサポ

ートしていきたいと思います」と喜びを語っていました。（山崎）

興味深いアイデアに会場は大盛り上がり！

　協働アイデアコンテスト公開選考会に先立ち、

参加者に企業とＮＰＯの協働事例を学んでもら

おうと、企業・市民・ＮＰＯコラボ４００企業

向け講座の一つとして、講演会「自社資源と本業か

ら協働を探る！」を開催しました。

　講師は、京阪電鉄大津鉄道事業部部長の木村浩一さん。第５

回パートナーシップ大賞（２００７年）のグランプリ受賞事業

「点から線へ　線から面へ」を中心にお話いただきました。

　電車の車両や駅など既存の「資源」を活用し、協働で地域活

性化に取り組んでいる様々な事例を紹介。「利用者との相互の

コミュニケーションで鉄道の魅力も増す。沿線を元気づけるこ

とが我々の活力につながる」と、ユニークなアイデア満載の企

画やイベントも披露していただきました。（木内）

 

 

　コミュニティ・ジョブセンターでは、きっかけ講座開催や相談の

ほかに、ＮＰＯ法人等での職場体験マッチングを行っています。

　登録者の方々に、子どもの健全育成、環境保全、福祉増進、社

会教育の推進、国際協力などさまざまな分野で職場体験をしてい

ただいています。大半の方がＮＰＯでの活動は初めてで、体験後

は「いろいろな事業があることを知った」「スタッフの皆さんが活

き活きとされ、生きがいを感じ

ていることが伝わってきた」

「仕事の幅広さに驚いた」など、

ＮＰＯについて新たな発見があ

ったようです。「費用対効果や

人のマネジメント、社会のニー

ズの隙間をとらえている事業の在

り方など大変勉強になった」―。

　これから事業を興したいと考

えている方も収穫は大きかった

ようです。（下平）

職場体験で新たな発見！

里山保全活動の体験。身をのり出して

レクチャーを受ける皆さん

3

4

受賞者のみなさんと恒例の記念撮影 Ｍｏｍｓｔａｒｔ Ｃｌｕｂ 

榊原さんのプレゼン

▲

▲▲
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6※　　　のコラボ４００市民・NPO、企業向け講座に関しては、４Ｐに掲載

入賞事業

　１１月から新たに始まったのは、「協働事業模擬仕分けワークシ

ョップ」講座です。まずは行政向け３ヵ所（半田・岡崎・名古屋）

の講師を市川博美理事にお願いし、ＮＰＯ向けに同じく３ヵ所で岸

田が実施（11/27(金) 12/4(金) 12/18(金)）。各自治体から出

てきた協働事業案を、協働事業としてのさまざまな可能性をＮＰＯ

の目で仕分けしたあと、グループで役割分担を話し合うという、話

題の「事業仕分け」を「協働事業仕分け」としたオリジナルの取り

組みで、各事業ごとにどういう協働が現実的なのか、その傾向が見

事に浮かび上がってきています。２月には行政とＮＰＯの合同ワー

クショップを実施の予定です。

　11/12(木)～11/13(金)は栃木県を訪問。「とちぎ協働フォー

ラムin宇都宮」で「事例から学ぶ！ＮＰＯと企業の協働」と題して

基調講演を行い、そのあと協働に取り組む２例について活気ある

パネルディスカッションになりました。１３０名もの参加者で、

 名古屋商工会議所で行われた、岸田代表と積水ハウス㈱環境推

進部部長の佐々木正顕氏の講演には２７名が参加。

 「本業を活かしてＮＰＯとコラボする」のタイトル通り、積水

ハウスがＮＰＯとつきあいを始め

たのは、住宅メーカーとしての本

業にとっての必要性からで、単な

るメセナとはまったく違った発想

によるとの話に、参加者一堂まさ

に目からうろこ。

　ＷＩＮーＷＩＮとはどういった

関係なのか、具体的に理解してい

ただけたようでした。（村田）

コラボ400企業向け協働基礎講座
１０月３０日開催

栃木でもＮＰＯと企業の協働の取り

組みを行政が支援する動きが出てお

り、宇都宮市長の挨拶、宇都宮大学

の調査、そして何より私たちＰＳＣ

の「パートナーシップ大賞(Ｐ賞)」

事例を、この日に向けてしっかりと

冊子にまとめていたのには正直驚か

されました。フォーラムを企画した

とちぎボランティアＮＰＯセンター

の藤本所長が大谷石の採石現場を案内してくれたのも、講演旅行

のうれしいおまけでした。

　旅といえば、11/29(日)～11/30(月)にはNサポ幹事会を岩手

・盛岡で開催。日曜日は秘境の温泉で１泊。翌朝７時から学習会

の後、いわてＮＰＯセンターの指定管理やソーシャルビジネスの

現場を視察。また、12/15(火)には大阪ボランティア協会リンク

アップフォーラム１００回記念のフォーラムに、シンポジストと

して参加。Ｐ賞の受賞企業やＮＰＯの方たちもたくさん参加して

おり、旧交を温めつつＰ賞の新たな展開への励ましもいただきま

した。

　この他、11/11(水)には中部電力の内ヶ谷山林の視察＆環境懇

談会。コラボ４００の講座も、引き続き企業向けＮＰＯ向け講座

を展開。12/1(火)にはＮＰＯ法施行１１周年イベント（東京）

に参加。12/10(木)には経産省がヒアリングに来所。福祉のまち

づくりリーダー養成講座も12月22日（火）の発表で修了。保養

所コンサルもさらに気を引き締めつつ、あいち未来塾は１期生の

卒塾準備が始まっています。（2009.12.21　岸田眞代）

　１０月２７日（火）から１２月２２日（火）まで、全９回にわたり池下ピアザにて開講しま

した（修了者７名）。地域福祉の現状や事例、事業計画作成を学び、最終回では各自のプラン

を発表。すでに地域と接点を持つ方が多かったこともあり、ニーズを確実にとらえた内容でし

た。テーマは「音楽ボランティアのネットワーク化で、福祉、文化芸術、まちづくりへ」「婚

活サロン」「在宅介護者支援」「音楽・体操で健康寿命アップ」「障害者・高齢者も参加でき

るまちづくり」「運動遊具で高齢者の楽しい健康づくり」。想いや構想を整理することに戸惑

いながらも、受講者同士でアイデアを出し合うことで相互の事業のつながりもできました。新

年早々からアクションが期待できそうです。（下平）




